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● 「mopera U」、「LTEユビキタスモジュール」は、NTTドコモの商標または登録商標です。 

● Windows®は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

● その他、本書に記載している会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 
 
  

登録商標・商標について 
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はじめに 
 
本資料は、LTE ユビキタスモジュール UM04-KO 専用アダプタセットを Windows10 搭載の PC でモデム

として利用される場合の手順を記載したものとなります。 
Windows Update により画面等が変更されている場合がありますが、ご了承ください。 
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1. LTE ユビキタスモジュール UM04-KO 専用アダプタセットと制御機器を接続する 
LTE ユビキタスモジュール UM04-KO 専用アダプタセットと制御装置（PC など）を接続します。 

 

【例】 UM04-KO 専用アダプタセットと PC を接続する場合 

 

 

※FOMA UM04-KO 専用アダプタセットは USB 接続には対応しておりません。 
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2.モデムをインストールする 
 
【Windows10 の場合】 
 
「コントロールパネル」から「電話とモデム」を選択します。 

 
 
「モデム」タブを選択し、「追加」を選択します。 

 

※ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合、「はい」を選択してください。 
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「モデムを一覧から選択するので検出しない」にチェックをし、「次へ」を選択します。 

 

 
「標準モデム」を選択し、「次へ」を選択します。（ここでは例として「標準 19200bps モデム」を使用して

います） 
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使用するポートを選択し、「次へ」を選択します。 

 

 
以下の画面が表示されますので「完了」を選択します。以上でモデムのインストール作業は終了です。 
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3.モデムの通信速度を設定する 
 
【Windows10 の場合】 
 
「コントロールパネル」から「電話とモデム」を選択します。 

 
 
「モデム」タブを選択し、使用するモデムを選択して「プロパティ」を選択します。 
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「全般」タブの「設定の変更」を選択します。 

 
※ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合、「はい」を選択してください。 

 
「モデム」タブを選択し、使用するポートの通信速度※を設定して「OK」を選択します。 

 

※UM04-KO 専用アダプタセットの通信速度初期値は「19200」です。 

初期値から変更をされている場合、設定の通信速度を選択してください。 
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「コントロールパネル」から「デバイスマネージャー」を選択します。 

 
※ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合、「はい」を選択してください。 

 
使用するポートを右クリックし「プロパティ」を選択します。 
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「ポートの設定」タブを選択し、「ビット／秒」はモデムに設定した通信速度、「データビット」=8、「パリ

ティ」=なし、「ストップビット」=1、「フロー制御」は適切な値を設定し、「OK」を選択します。 
以上でモデムの通信速度設定は終了です。 

 
 
UM04-KO への APN 登録、常時接続先設定など必要な設定を行ってください。設定方法につきましては、

取扱説明書をご参照ください。 
また、mopera U をご利用の場合、下記の URL を参照してください。 
http://www.mopera.net/ 
 
  

http://www.mopera.net/
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4.インターネットへ接続（アクセスポイントへ接続）する 
 
【Windows10 の場合】 
 
「スタートメニュー」→「設定」→「ネットワークとインターネット」を選択します。 

 
 
「ダイヤルアップ」→「新しい接続を設定する」を選択します。 
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「インターネットに接続します」を選択し、「次へ」を選択します。 
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お使いのパソコンに複数のモデムがインストールされている場合、使用するモデムを選択します。 

 

 
「ダイヤルアップの電話番号」「ユーザー名」「パスワード」「接続名」を入力し、「接続」を選択します。 
以上でインターネットへの接続は終了です。 

 
 
電話番号は、事前に設定した APN に対応する電話番号を入力してください。 

例 cid 1 に対する電話番号 「*99***1#」 
moperaU へ接続する場合、「ユーザー名」「パスワード」は不要です。 
接続名については、お客様で分かりやすい任意の接続名を入力してください。 
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「接続」を行うとダイヤルアップの検証が行われます。 

 
 

 
 
「インターネットに接続されています」と表示されますと問題なくダイヤルアップが完了しております。 
「閉じる」を押してください。 
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改版履歴 
 

改版履歴 年月 項番 内容 
1.0 版 2017/09 ― 初版 
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